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新高校生に向けたバス利用促進ツールの制作 
山崎基浩（豊田都市交通研究所）／木田実優（豊田市交通政策課）／近藤百合子（元 豊田市交通政策課） 

黒岡祐瞳（元 豊田工業高等専門学校）／山岡俊一（豊田工業高等専門学校）／中嶋伸恵（おでかけカンパニー）／高桑俊康（豊田都市交通研究所） 

 

● 愛知県豊田市では主に市内拠点間を結ぶ基幹バス路線として、「とよ

たおいでんバス」12路線、名鉄バス9路線が運行されている。 

● 市内には17校の高等学校（高専含む）が立地しており基幹バスは通学

手段として利用されている

が、さらなる利用促進や「エコ

交通」に対する意識向上を図

ることを目的として、高校進学

を控えた中学生をターゲットと

した利用促進ツールを企画・

制作した。  

背景と目的  

1) 茨城県、群馬県などの先行事例を参考に、掲載コンテンツ案を整理 

2) 市職員・研究所担当者に加え、デザイナーと豊田工業高等専門学校

の学生をメンバーに迎えた制作チームにより検討 

3) 掲載コンテンツ案を豊田高専の学生（39名）に提示し、意見を収集 

4) 学生らの意見を踏まえ掲載内容を再検討 

「心に響かぬ情報」よりも「実用的な情報」を！ 

「捨てられずに使い続けてもらえるものを！⇒ クリアフォルダーに印刷 

5) 公共交通通学が可能な11校を対象に、路線図とモデル的な乗り継ぎ

案内をデザイン 

6) 今後、「豊田市高等学校魅力発見フェスタ」等で中学生に配付予定 

制作の方法と経緯 

 

 

掲載コンテンツ案に対する高専生の意見 

●持ち続けてくれることを期待し、クリアフォルダーに印刷 
●表面にバス路線図、裏面に学校毎のモデル乗り継ぎ案内 

15歳 ０人 

16歳 14人 

17歳 ８人 

18歳 ０人 

19歳 2人 

20歳 12人 

21歳 3人 

男 27人 

女 12人 

【回答者の年齢と性別】 【各コンテンツ案への意見】 

● 壮大な問題なためイメージしにくく、他人事に感じる 
● 中学生はあまり気にしないのではないか 
● 一人が変えたところであまり変わらないように感じる 

● 交通事故は自己要因だと思う 
● 自転車に乗らない 
● 自転車やバイクは自己のリスクを理解した上で乗っている  

● すでに知っている 
● 車酔いをしてしまう人にとってはバス通学では通学時間を

活用できない  

● 公共交通の定期代が高く感じる 
● クルマより安くても免許を持ってない高校生には響かない 
● クルマは毎日使っていないのでそんなに高いと感じない 

● 実際に自分で書くのが面倒 
● 実際に書いたとしても、バス通学のメリットは感じない。 
● 各高校の最寄りのバス停から、遊びに行ける場所への乗り

換え案内を載せた方が良いのではないか 

なかなか手厳しい意見が・・・ 

 
● なぜバスに乗って欲しい

のかわからない ⇒ 行政
が市民にバスに乗って欲
しい理由を明記 

● バスの一般的なデメリット
（時間通りに来ないことや
本数が少ないこと）には一
切触れず、メリットばかり記
載されており、不信感を
感じる。 

● もっと情報量を少なく簡潔
に、わかりやすくした方が
読みやすくなる。 

高専生の意見を踏まえて検討し制作 


